
実施主体 鳥取県 【実施機関】社会福祉法人鳥取県厚生事業団

【公開講座の概要】

知的障がいや自閉症がある人の中には、「①自分の体を叩いたり食べられないものを口に入れる、危険につなが
る飛び出し等、本⼈の健康を損ねる⾏動」や、「②他人を叩いたり物を壊す、大泣きが何時間も続くなど、周囲
の⼈のくらしに影響を及ぼす⾏動」、を表す方もいます。そして①②の⾏動が、著しく⾼い頻度で起こるため、継
続的に特別に配慮された支援が必要になっている状態を、「強度⾏動障害」といいます。

「強度⾏動障害」という用語は、医学的な診断名ではなく、状態像を表す⾏政⽤語です。正確な人数は分かり
ませんが、知的障がい者の５％程度（全国で３万人）といわれています。こうした⾏動障がいがあることで、福
祉サービスの提供を拒まれたり、虐待の被害にあいやすい現実があります。

本講座では、鳥取大学の井上雅彦先生をお招きし、強度⾏動障がいという状態像について、⾏動障がいが起
きている要因について、そして⾏動障がいの予防・改善についての考え方などについてお話いただきます。多くの皆
様にご参加頂き、強度⾏動障がいがある⽅への正しい理解につながることを⽬的としています。なお本公開講座
は、「令和元年度⿃取県強度⾏動障がい⽀援者養成研修（基礎研修）」カリキュラムの一環となっています。

■ 日時 令和元年７⽉25日（木） 13:30 〜 16:00
■ 会場 倉吉未来中心 小ホール （倉吉市駄経寺町212-5 (倉吉パークスクエア内) ）
■ 参加費 無料
■ 申込み 裏⾯の申込書に必要事項をご記⼊後、令和元年６⽉26日（水）までに、FAXで

お申込みください
■ プログラム

強度⾏動障がい者
支援について皆で
学んでみませんか

令和元年度 公開講座のお知らせ

「強度⾏動障がいがある者の基本的理解」

13：00 受付

13：30 講演 「強度⾏動障がいがある者の基本的理解」（仮）
「強度⾏動障がいって何？ ・・・誰にとって問題なの？」 福祉サービスの提供拒否
や、虐待の被害にあいやすい強度⾏動障がいという状態像について、⾏動障がいの
考え⽅から⾏動障障がいを⽣じさせないための環境整備まで、強度⾏動障がいに関
するイロハ（基本的理解）について、分かりやすくお話いただきます。

16：00 終了

【講師紹介】 井上雅彦 先生
□ ⿃取⼤学⼤学院医学系研究科臨床⼼理学講座 教授
□ 専門分野は応⽤⾏動分析学、臨床⼼理学、障害児⼼理学

生活に困難さがある子どもさんや、保護者、支援者に寄り添いながら、厚⽣労働省が
公募する研究の主任研究者を務められるなど、当事者の暮らしから政策・制度の仕組
みつくりまで、幅広いフィールドでご活躍されています。



参加申込書： 公開講座（７月25日）

必要事項をご記入いただき、下記番号までFAXをお願いします。
※ 送付状は不要です。

FAX番号： 0857－59－6055 （鳥取県厚生事業団事務局）
※ お手数ですが、FAX 送信後着信確認（TEL 0857-59-6033）をお願い致します。

申込み締め切り： 令和元年６⽉26日（水） 17:00 必着。
※ 期⽇を過ぎた申込みについては、受け付けませんのでご留意ください。

こちらからのご連絡は中⽌の場合のみ⾏います。連絡がない場合は⽇程のとおりご参加ください。
※ ご本人確認等、場合によってはご連絡することもあります。

１

２

３

４

【申込者】 下記に、必要事項をご記入ください。

申込者氏名：

事 業 所 名：

所 在 地 ：

電 話 番 号： FAX 番 号：

【参加希望者】 下記に、氏名、職名をご記入ください。

氏名 職名 配慮事項
※該当する項目に ✔ を記載して下さい

１
（ふりがな）

□ ⾞いす □ 手話
□ その他（ ）

２
（ふりがな）

□ ⾞いす □ 手話
□ その他（ ）

３
（ふりがな）

□ ⾞いす □ 手話
□ その他（ ）

４
（ふりがな）

□ ⾞いす □ 手話
□ その他（ ）

５
（ふりがな）

□ ⾞いす □ 手話
□ その他（ ）


